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学校サポート教員派遣研究事業

３節　学び、受け継がれ、進展する流山（教育・文化の充実向上） 主管課 指導課

会計 小事大事
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目項

10 01 04 02 51

対象

通常学級に在籍する特別な支援を要する児童生徒に対し、よりきめ細かな指導を行うため
に、市内の全小中学校に学校サポート教員を配置し、個に応じた指導を行う。

平成13年、2校にサポート教員を配置することから始まった本事業は、その効果と学校から
の高い要望により、平成19年には、算数数学学習指導員23名（全校配置）、特別支援サポー
ト教員13名を配置した。平成27年度は2校の開校もあり、前年度より4名増員し、28名配置。
通常学級において特別な支援を要する児童生徒の支援等幅広く教育活動の支援を行ってい
る。

児童生徒の個に応じたきめ細かな指導をする。

主管課長佐藤　智子個性を生かす教育環境の基盤充実

名　　称 平成2５年度 平成2６年度 平成2７年度

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

流山市内小中学校 意図
事業
目的

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

学校サポート教員（学習
サポート教員・指導員）

108 104 112 ％ ↗↗↗ 教員数÷学校数

指導員数÷学校数100 100

平成2６年度

63,259,641 68,936,000

％ ↗↗↗100

74,639,375

63,259,641 68,936,000 74,639,375

目的に対する現状（客観的事実・データ
に基づく現在の状況や取組状況）

63,259,641 68,936,000 74,639,375

学習サポート教員もしくは指導員を市
内小中学校全25校に配置した。また、
算数・数学学習指導員は全25校に配置
している。さらに支援を要する児童生
徒へのサポートが充実するように人員
を増やし、量的にも質的にも向上させ
ていきたい。

平成2５年度 平成2７年度

個別評価 必要性

今後の必要性

市関与の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

増員により、支援を要する児童生徒の生活の安定・学
力向上はもちろん、全ての児童生徒が集中して学ぶ環
境を作り出している。

Ａ　必要性が高まる
と考えられる

Ａ　市が担うべき

有効性 Ａ　達成できた

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅰ　拡　　　充　（事業を拡大して継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

③取組の
課題

学校サポート教員、指導員を全校配置
できたが、支援を要する児童生徒が増
えているので、今後も引き続き拡充し
ていく。

④今後の
改善計画

学習サポート教員、指導員を増員し、
通常学級における特別支援や学習支援
をさらに進めていく。

①今年度
(H27)の
改善計画

②今年度
(H27)に
実施した

取組

学習サポート教員、指導員いずれかを
全小中学校25校に配置し、通常学級に
おける特別な支援が必要な児童生徒の
支援を充実させる。

今年度2校の開校に当たりサポート教員
の配置を前年より4名増員。28名配置
し､通常学級において特別な支援を要す
る児童生徒の支援を幅広く行った。


